
煙

洲

ム
胃

記
　
録

回
　
　
数

年

月

日

第

場

所

回一

和
＋
四
年
育
二
＋
昔
獅
大
師
八
百
吉

題

名

出
席
人
員

（
第
二
回
よ
り
三
十
八
回
迄
記
録
銀
行
集
会
所
進
駐
軍
接
収
の
際
紛
失
の
た
め
な
し
）

第
三
十
九
回

第
四
十
回

第
四
十
一
回

第
四
十
二
回

第
四
十
三
回

第
四
十
四
回

第
四
十
一
五
回

第
四
十
六
回

第
四
十
七
回

第
四
十
八
回

第
四
十
九
回

昭
和
十
八
年

三
月
二
十
五
日

四
月
二
十
二
日

五
月
二
十
七
日

山ハ

一一

四
口
目

七
月
一
一
十
九
日

八
月
二
十
六
日

九
月
三
十
日

　
　
　
　
　
　
十
月
二
十
八
日

　
　
　
　
　
十
一
月
二
十
五
日

　
　
　
　
　
十
二
月
二
十
三
日

昭
和
十
九
年
　
一
月
二
十
七
日

必
勝
不
敗

読
破
万
巻
書

下
筆
如
至
神

千
機
万
象
帰
一
誠

千
里
之
士
心

一
億
敢
戦

天
下
多
事

古
今
決
戦
知
何
地

万
里
春
宵
繧
紗
間

友
愛

現
下
英
雄
皆
少
年

光
輝
の
歳
晩

文
武
不
岐

十
七
名

十
四
名

　
十
山
ハ
名
，

　
十
三
名

二
十
一
名

　
十
四
名

　
十
三
名

十
五
名

十
五
名

十
一
名

　
　
　
　
さ

十
六
名
　
　
幻



第
五
十
回

第
五
十
一
回

第
五
十
二
回

第
五
十
三
回

第
五
十
四
回

第
五
十
五
回

第
五
十
六
回

第
五
十
七
回

第
五
十
八
回

第
五
十
九
回

第
六
十
二
回

第
六
十
三
回

二
月
二
十
四
日

三
月
三
十
日

四
月
二
十
七
日

五
月
二
十
五
日

六
月
二
十
九
日

九
月
　
五
　
日

十
月
　
二
　
日

十
月
二
十
七
日

　
　
　
　
　
十
一
月

　
　
　
　
　
十
二
月
二
十
七
日

昭
和
二
十
年
　
一
月
二
十
五
日

昭
和
二
十
二
年
十
一
月
二
十
七
日

十
二
月
十
八
日

都
合
ニ
テ
休
会

煙
洲
会
再
興
の
初
会

横
浜
工
業
会
館

戦台勝　気台勇紫　無　渾報　壮　白　不　勿暁何聖
果湾締　言鬼閣躍蛮　題　心国　心　髪　用　笑天知戦
祝及兜　呑諸誰玉　　　智丹　不　昂　作　一街世忽
賀比之　敵公能砕　　　略心　巳　然　為　縷上俗忙

　島緒属乏報恨　屠答煙天付金踏又将
　海　　吾闘此千　　　兇聖　洲　地　自　鶏霜徐七
　空　　濤志讐秋　　　鯨明　自　間　然　煙列遷年
　大　　　　　　　　　　　　賛

戦
塵
之
余
閑

戦
友
精
神

天
地
自
然
の
道

六
尺
之
孤
百
里
之
命

十
五
名
　
　
拓

　
　
　
　
3

十
二
名

十
三
名

十
二
名

十
三
名

先
生
の
み

　
十
三
名

十
四
名

　
八
名

　
九
名

十
二
名

九
名



第
六
十
四
回

第
六
十
五
回

第
六
十
六
回

第
六
十
七
回

第
六
十
八
回

第
六
十
九
回

第
七
十
回

第
七
十
一
回

第
七
十
二
回

第
七
十
三
回

第
七
十
四
回

第
七
十
五
回

第
七
十
六
回

第
七
十
七
回

昭
和
二
十
三
年
正
月
二
十
九
日

二
月
二
十
六
日

三
月
二
十
五
日

四
月
二
十
八
日

五
月
二
十
七
日

六
月
二
十
四
日

七
月
二
十
九
日

八
月
二
十
六
日

九
月
三
十
日

十
月
二
十
一
日

　
　
　
　
　
　
十
一
月
十
八
日

　
　
　
　
　
　
十
二
月
十
ふ
ハ
ロ
一

昭
和
二
十
四
年
　
一
月
二
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　
二
月
十
七
日

高
工
工
業
会
館

高
工
工
業
会
館

高
工
工
業
会
館

川
崎
東
芝

　
朝
日
ビ
ル

商
工
倶
楽
部

〃〃！ク〃ノク／グノグ／ク

樹
欲
静
風
不
止

子
欲
養
親
不
待

賢
難
愚
難
卒
賢

而
入
愚
更
難
也

人
生
者
芸
術
也

学
而
不
思
則
周

思
而
不
学
則
殆

救
国
高
材
待
此
人

上
下
交
征
利

而
国
危
臭

知
之
者
不
若
好
之
者

行
有
不
後
者

反
求
諸
巳

箪
瓢
食
飲
不
嘆
貧

六
十
余
年
漂
泊
人

衰
髪
不
作
名
利
客

童
心
猶
未
忘
隻
親

顕
官
多
是
東
部
播
間
之
人

無
題

林
下
空
憶
　
憂
国
志

無
題

十
三
名

十
名

　
七
名

　
五
名

十
八
名

十
二
名

六
名

十九
名名

十
一
名

　
十
名

　
十
名

十
四
名

　
　
　
　
ア

十
一
名
　
　
訂



第
七
十
八
回

第
七
十
九
回

第
八
十
回

第
八
十
一
回

第
八
十
二
回

第
八
十
三
回

第
八
十
四
回

第
八
十
五
回

第
八
十
六
回

第
八
十
七
回

第
八
十
八
回

第
八
十
九
回

第
九
十
回

第
九
十
一
回

第
九
＋
二
回

　
　
　
　
　
　
三
月
十
七
日

　
　
　
　
　
　
四
月
十
四
日

　
　
　
　
　
　
五
月
二
十
六
日

　
　
　
　
　
　
六
月
二
十
二
日

　
　
　
　
　
　
七
月
二
十
二
日

　
　
　
　
　
　
八
月
三
十
日

　
　
　
　
　
　
九
月
二
十
七
日

　
　
　
　
　
　
十
月
二
十
六
日

　
　
　
　
　
十
一
月
二
十
二
日

　
　
　
　
　
十
二
月
二
十
一
日

昭
和
二
十
五
年
　
｝
月
二
十
七
日

二
月
二
十
四
日

三
月
二
十
九
日

四
月
二
十
六
日

五
月
二
十
六
日

　
朝
日
ビ
ル

商
工
倶
楽
部

　
〃

　
〃

　
〃

　
〃

　
〃

　
〃

　
〃

　
〃

　
〃

　
〃

横

浜朝〃　〃
倶日
楽ビ
部ル

〃

相
対
成
春

無
題

賢
而
財
多
則
損
其
志

愚
而
財
多
則
益
其
禍

無
題

無
題

無
題

無
題

無
題

抑
損
知
足

合
従
連
衡
幾
畳
波

列
強
何
日
息
千
才

史
編
今
古
興
亡
裡

一
脈
平
和
縷
々
過

　
新
年
偶
作
煙
洲

知
機

無
題

和
敬
清
寂

始
終
一
貫

十
二
名
　
摺

　
　
　
　
3

　
八
名

『
十
六
名

　
八
名

十
一
名

十
三
名

　
九
名

　
十
名

　
十
名

　
十
名

十
六
名

十
五
名

十
二
名

十
二
名

十
三
名



第
九
十
三
回

第
九
十
四
回

第
九
十
五
回

第
九
十
六
回

第
九
十
七
回

第
九
十
八
回

第
九
十
九
回

第
　
　
百
　
　
回

第
百
第
百
第
百
第
百
第
百
第
百
第
百
筑
百
第
百

九八七六五四三二一
回回回回回回回回回

六
月
二
十
七
日

　
　
　
　
　
　
七
月
二
十
七
日

　
　
　
　
　
　
八
月
二
十
四
日

　
　
　
　
　
　
九
月
二
十
八
日

　
　
　
　
　
　
十
月
二
十
七
日

　
　
　
　
　
十
一
月
二
十
二
日

　
　
　
　
　
十
二
月
二
十
日

昭
和
二
十
六
年
　
二
月
二
十
五
日

　
三
月
二
十
二
日

　
四
月
二
十
六
日

　
五
月
二
十
四
日

　
六
月
二
十
八
日

　
七
月
二
十
五
日

　
八
月
二
十
九
日

　
九
月
二
十
六
日

　
十
月
二
十
四
日

十
一
月
二
十
八
日

　
朝
日
ビ
ル

横
浜
倶
楽
部

〃〃〃〃〃〃南
区
三
春
台
三
喜
旅
館

朝
日
ビ
ル

〃〃〃
”〃〃〃〃〃

人
不
知
而
不
怪

不
安
君
子
乎

無
題

真
味
淡
至
人
常

保
守
と
進
歩

江
戸
趣
味

新
島
先
生

行
雲
満
客

忙
裏
始
知
閑
気
味

　
　
煙
洲
八
十
一
曳

無
題

手
島
精
一
先
生

伝
統
尊
重

漢
字
制
限
新
仮
名
遣

日
本
精
神

情
意
疎
通

一
国
の
危
機

孝
道

人
道

十
五
名

十
二
名

十
一
名

　
十
名

十
二
名

　
十
名

十
三
名

三
十
名

二
十
名

十
三
名

十
四
名

十
三
名

　
十
名

十
二
名

十
一
名

　
十
名

　
　
　
　
　

十
八
名
　
　
釦



第
百
十
回

第
百
十
一
回

第
百
十
二
回

第
百
十
三
回

第
百
十
四
回

第
百
十
五
回

第
百
十
六
回

第
百
十
七
回

第
百
十
八
回

第
百
十
九
回

第
百
二
十
回

第
百
二
十
一
回

第
百
二
十
二
回

第
百
二
十
三
回

第
百
二
十
四
回

第
百
二
十
五
回

第
百
二
十
六
回

昭
和
二
十
七
年

昭
和
二
十
八
年

十
二
月
二
十
六
日

一
月
二
十
九
日

二
月
二
十
七
日

三
月
二
十
六
日

四
月
二
十
三
日

五
月
二
十
八
日

六
月
二
十
五
日

七
月
二
十
三
日

八
月
二
十
七
日

九
月
二
十
五
日

十
月
二
十
三
日

十
一
月
念
六

十
二
月
十
八
日

一
月
二
十
二
日

二
月
二
十
六
日

一二

二
十
山
ハ
目
［

四
月
二
十
三
日

　
朝
日
ビ
ル

横
浜
ク
ラ
ブ

寒
雨

晴
暖

快
晴

曇曇曇快
晴

快
晴
苦
熱

晴
天

快
晴

快
晴

快
晴

快
晴

雨
悪
天
気

快
晴

快
晴

協
力

平
和

躾
方

大
学
の
自
治

学
間
の
自
由

英
か
米
か

妥
協
点

政
治
力

民
族
と
文
化

文
質
彬
々
然
後
君
子

力
と
正
義

不
用
作
為
付
自
然

京
阪
講
演
旅
行

無
題

午
と
辰
已
を
中
に
て
い
が
み
合

い情
報
天
皇
に
達
せ
ず

知
性
と
行
動

選
挙
漫
談

十
名
　
　
2
0

　
　
　
3

　
六
名

十
七
名

十
一
名

　
十
二
名

　
十
六
名

　
　
八
名

　
十
一
名

二
十
一
名

　
十
名

　
十
三
名

　
十
二
名

　
十
三
名

　
十
三
名

十
二
名

　
十
名

十
一
名



第
百
二
十
七
回

第
百
一
＋
八
回

第
百
二
十
九
回

第
百
三
十
回

第
百
三
十
一
回

第
百
三
十
二
回

第
百
三
十
三
回

第
百
三
十
四
回

第
百
三
十
五
回

第
百
三
十
六
回

第
百
三
十
七
回

第
百
三
十
八
回

第
百
三
十
九
回

第
百
四
十
回

第
百
四
十
一
回

第
百
四
十
二
回

昭
和
二
十
九
年

五
月
二
十
八
日

六
月
二
十
五
日

七
月
三
十
日

八
月
二
十
七
日

九
月
二
十
四
日

十
月
二
十
九
日

三
月
　
念
　
七

曇晴快
晴
・
極
暑

雨
天

雨
天

曇於
六
ッ
川
丘
上
煙
洲
宅

昨
年
十
一
月
よ
り
煙
洲
病
気
の
為
四
回
休
回

　
六
月
二
十
四
日

　
七
月
二
十
九
日

　
八
月
二
十
六
日

　
九
月
三
十
日

　
十
月
二
十
八
日

十
一
月
二
十
五
日

十
二
月
二
十
三
日

曇晴快
晴

快
晴

晴請晴雨
天

好
天
候
入
愚
亭
に
て

日
本
の
行
方

文
化
財
産

組
合
明
暗

無
題

元
米
大
使
グ
ル
ー

山
陰
旅
行
山
陽
四
国

善
人
た
ら
ん
こ
と
を
願
ふ
（
漱

石
）立

岐
路

ヒ
ロ
ポ
ン

信
仰

自
然
と
民
主
々
義

東
洋
と
断
洋

康
熈
大
帝
其
他

最
も
能
く
服
従
す
る
も
の
は
自

由
人
た
り

郷
思

一
智
者
楽
水
　
仁
者
楽
山

十
一
名

十
一
名

　
九
名

十
三
名

　
九
名

十
四
名

　
七
名

十
五
名
，

十
四
名

十
五
名

十
五
名

十
二
名

十
一
名

　
十
名

　
十
名

　
　
　
　
　
ヱ

　
十
名
　
　
3
2



第
百
四
十
三
回

第
百
四
十
四
回

第
百
四
十
五
回

第
百
四
十
六
回

第
百
四
十
七
回

第
百
四
十
八
回

第
百
四
十
九
回

第
百
五
十
回

第
百
五
十
一
回

第
百
五
十
二
回

第
百
五
十
三
回

第
百
五
十
四
回

第
百
五
十
五
回

第
百
五
十
六
回

第
百
五
十
七
回

第
百
五
十
八
回

第
百
五
十
九
回

第
百
六
十
回

昭
和
三
十
年

　
一
月
二
十
七
日

　
二
月
二
十
四
日

　
三
月
二
十
四
日

　
四
月
二
十
八
日

　
五
月
二
十
六
日

　
山
ハ
月
一
二
十
口
H

　
七
月
二
十
八
日

　
八
月
三
十
一
日

　
九
月
二
十
八
日

　
十
月
二
十
六
日

十
二
月
十
四
日

一
月
二
十
五
日

二
月
二
十
二
日

三
月
二
十
八
日

四
月
二
十
五
日

五
月
二
十
二
日

六
月
二
十
七
日

於
煙
洲
宅

快
晴
　
於
煙
洲
宅

悪
天
気
於
横
浜
倶
楽
部

快
晴

曇快
晴
、
猛
暑
、
川
崎
東
芝
本
社

於
東
芝
本
社

台
風
二
十
二
号
虎
視
耽
々
の
日

悪
天
候
於
横
浜
相
生
町
進
交
会

好
天
気
進
交
会

快
晴
於
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン

ド天
気
快
晴
於
東
芝
本
社

天
気
快
晴
東
芝
本
社

曇
　
東
芝
本
社

悪
天
候
　
川
崎
明
治
製
菓

快
晴
　
川
崎
市
ニ
ュ
ー
川
崎

晴
　
〃

東
洋
思
想

横
浜
の
今
昔

時
局
閑
談

選
挙
漫
談

綱
紀
頽
廃

中
央
亜
細
亜
の
未
来

世
相
漫
談
最
近
誘
拐
児
事
件

新
生
活
運
動

日
本
の
平
和
、
中
国
の
文
化

工
業
精
神

無
題

幹
事
長
菅
氏
慶
祝

文
学
片
鱗

共
存
共
栄

民
主
教
育

戦
前
戦
後
の
学
者
先
生

我
国
生
糸
の
運
命

吉
川
英
治
著
剣
の
四
君
子

　
　
六
名
　
　
羽

　
　
　
　
　
3

　
　
十
名

　
　
九
名

　
　
五
名

　
　
九
名

　
　
七
名

　
十
六
名

　
二
十
名

　
十
五
名

　
十
二
名

　
　
十
名

　
十
九
名

　
十
五
名

　
十
七
名

　
十
五
名

　
十
八
名

二
十
一
名

　
十
九
名



第
百
六
十
一
回

第
百
六
十
二
回

第
百
六
十
三
回

第
百
六
十
四
回

算
百
六
＋
五
回

第
百
六
十
六
回

第
百
六
十
七
回

第
百
六
十
八
回

第
百
六
十
九
回

第
百
七
十
回

第
百
七
十
一
回

第
百
七
十
二
回

第
百
七
十
三
回

第
百
七
十
四
回

第
百
七
十
五
回

　
　
　
　
　
　
　
八
月
二
十
九
日

昭
和
三
十
一
年
　
九
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
九
月
二
十
六
日

　
　
　
　
　
　
　
十
月
二
十
四
日

　
　
　
　
　
　
十
一
月
二
十
八
日

　
　
　
　
　
　
十
二
月
十
九
日

昭
和
三
十
二
年
正
月
二
十
三
日

　
　
　
　
　
　
　
二
月
二
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　
三
月
二
十
日

　
　
　
　
　
　
　
四
月
二
十
三
日

　
　
　
　
　
　
　
五
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
六
月
二
十
六
日

　
　
　
　
　
　
　
七
月
二
十
四
日

　
　
　
　
　
　
　
八
月
二
十
八
日

昭
和
三
十
二
年
　
九
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
九
月
二
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　
十
月
二
十
三
日

快雨ド於快曇梅曇　雨快快快快好降悪　 於降
晴天横晴天雨天　天晴晴晴晴天雨天　 二雨
　　浜　　 の　　　　　　　気　 候　 ユ 　

〃
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
漫
談

ユ
ー
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
　
　
煙
洲
会
同
人
有
志

　
　
　
　
余
の
誕
生
八
十
五
回
祝
賀
の
為
め

ニ
ユ
ー
川
崎

〃〃〃〃〃〃〃〃

梅
雨
の
雨
曇
　
於
ニ
ュ
ー
川
崎

　
　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
〃

於
横
浜
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン

　
　
　
於
川
崎
ニ
ュ
ー
川
崎

　
　
　
〃

政
治
家
の
今
昔

指
導
者

出
処
進
退

石
橋
民
自
党
総
裁

官
僚

白
楽
天
と
片
山
哲

神
武
以
来
の
混
乱

名
教
自
然
碑
由
来

教
育
私
見
の
断
片
の
刊
行

支
那
帝
国

戦
争
と
宗
教

吉
田
茂
著
回
想
十
年

商
工
実
習
と
魔
術
女
王
天
勝

煙
洲
会
有
志
の
会
合

吉
田
茂
回
想
十
年
第
二

詩
聖
タ
ゴ
ー
ル

　
二
十
名

　
　
十
名

　
十
八
名

二
十
一
名

　
十
七
名

二
十
二
名

　
十
七
名

　
十
五
名

　
　
八
名

　
十
八
名

　
十
八
名

　
十
八
名

　
十
五
名

　
十
五
名

　
十
七
名

　
十
三
名

　
　
　
　
　
　

　
十
六
名
　
　
3
2



第
百
七
十
六
回

第
百
七
十
七
回

第
百
七
十
八
回

第
百
七
十
九
回

第
百
八
十
回

第
百
八
十
一
回

第
百
八
十
二
回

第
八
十
三
回

第
百
八
十
四
回

第
百
八
十
五
回

第
百
八
十
六
回

第
百
八
十
七
回

第
百
八
十
八
回

第
百
八
十
九
回

第
百
九
十
回

第
百
九
十
一
回

昭
和
三
十
三
年

十
一
月
二
十
七
日

十
二
月
十
八
日

一
月
二
十
九
日

二
月
二
十
六
日

三
月
二
十
六
日

四
月
二
十
三
日

五
月
二
十
八
日

六
月
二
十
五
日

七
月
二
十
三
日

八
月
二
十
七
日

九
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
九
月
二
十
四
日

　
　
　
　
　
　
　
十
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
十
一
月
二
十
一
日

　
　
　
　
　
　
十
二
月
十
六
日

昭
和
三
十
四
年
正
月
三
十
日

　
　
　
　
　
　
　
二
月
二
十
五
日

快
晴
　
於
川
崎
二

快
晴
　
〃

快
晴
　
〃

快
晴
　
〃

降
雨
　
〃

晴
　
　
〃

晴
天
　
〃

快
晴
　
〃

台
風
n
号

悪
天
気
　
“

快
晴
猛
暑
於
煙
洲
宅

快
晴
於
ホ
テ
ル
ニ
ュ

ド晴晴曇快雨
天天天晴天

煙
洲
宅

〃〃〃〃

ユ
ー
川
崎

一
昨
日
積
雪
未
消
去

天
気
快
晴
於
煙
洲
宅

藁
グ
ラ
ン

徳
富
先
生

永
田
鉄
山

一
致
協
力

智
識
人
の
感
触

社
会
的
感
染

再
び
吉
田
茂
著
回
想
十
年

軍
閥
の
是
非

古
典

国
家
末
路
の
様
々

支
那
の
将
来

煙
洲
米
寿
祝
賀
会

日
教
組
と
教
育

蘇
峰
先
生
回
顧

知
人
回
顧

現
代
世
相

世
界
戦
争
回
想

煙
洲
残
筆
拾
遺

　
十
七
名
　
　
翼

　
　
　
　
　
3

二
十
一
名

　
二
十
名

　
十
五
名

　
十
四
名

二
十
二
名

　
十
七
名

　
十
九
名

　
十
一
名

　
十
一
名

二
十
二
名

　
九
名

十
一
名

　
八
名

　
十
名

十
七
名

十
二
名



第
百
九
十
二
回

第
百
九
十
三
回

第
百
九
十
四
回

第
百
九
十
五
回

第
百
九
十
六
回

第
百
九
十
七
回

第
百
九
十
八
回

第
百
九
十
九
回

第
『
二
百
回

第
二
百
一
回

第
二
百
二
回

第
二
百
三
回

第
二
百
四
回

第
二
百
五
回

第
二
百
六
回

第
二
百
七
回

三
月
二
十
五
日

四
月
二
十
二
日

五
月
二
十
七
日

山ハ

一二

日

七
月
二
十
二
日

　
↓
八
月
一
一
十
山
ハ
日

　
九
月
十
一
日

　
九
月
二
十
三
日

　
十
月
二
十
八
日

十
一
月
二
十
五
日

十
二
月
二
十
三
日

昭
和
三
十
五
年
　
一
月
二
十
七
日

二
月
二
十
四
日

三
月
二
十
三
日

四
月
二
十
七
日

五
月
二
十
五
日

六
月
二
十
二
日

晴晴晴晴晴曇

煙
洲
宅

〃〃〃〃／ク〃

曇
天
〃

曇
天
〃

雨
天
〃

快
晴
〃

快
晴
〃

快
晴
〃

快
晴
〃

曇
天
〃

快
晴
〃

晴
天
〃

文
藝
春
秋
と
東
条
英
機

反
動

伊
藤
博
文
公

権
藤
成
郷
先
生

中
央
亜
細
亜

天
皇
と
終
戦

昨
是
か
今
非
か

煙
洲
八
十
九
回
誕
生
日

往
事
回
顧

孔
孟
と
老
荘

回
想

教
育
界
の
一
面

山
崎
闇
斎
、
佐
藤
直
方

浅
見
閣
斎
、
壬
宅
直
斎

新
井
白
石

漢
の
武
帝

ヂ
ン
ギ
ス
カ
ン

南
洋
諸
国

第
一
次
世
界
戦
争
に
於
け
る
化

学
工
業
調
査
会

十
一
名

十
二
名

十
六
名

　
十
名

十
二
名

十
二
名

十
六
名

　
七
名

　
八
名
■

十
四
名

十
五
名

十
三
名

十
七
名

　
七
名

十
一
名

　
九
名

十
二
名
　
　
5

　
　
　
　
　
2

　
　
　
　
　
3



篤
二
百
八
回

第
二
百
九
回

第
二
百
十
回

第
二
百
十
一
回

第
二
百
十
二
回

第
二
百
十
三
回

第
二
百
十
四
回

第
二
百
十
五
回

第
二
百
十
六
回
、

第
二
百
十
七
回

第
二
百
十
八
回

第
二
百
十
九
回

　
回
　
　
　
数

昭
和
三
十
六
年

第第第

百百百
八八二
十十十
三二回
回回～

年

　
七
月
二
十
七
日

　
八
月
二
十
四
日

　
九
月
十
一
日

　
十
月
二
十
七
日

十
一
月
三
十
日

十
二
月
二
十
二
日

　
一
月
二
十
五
日

　
二
月
二
十
二
日

　
三
月
二
十
九
日

　
四
月
二
十
六
日

　
五
月
二
十
四
日

　
六
月
二
十
八
日

　
月
　
　
　
　
日

快
晴
　
煙
洲
宅

晴
　
〃

曇
　
〃

晴
　
〃

晴
　
〃

曇
天
〃

快
晴
〃

快
晴
〃

快
晴
〃

快
晴
〃

曇
　
〃

台
風
六
号
〃

悪
天
候

「
　
　
ス
ピ
ー
カ
ー

　
　
（
敬
称
略
）

記
録
も
れ

昭
和
四
十
二
年

一
月
二
十
四
日

ナ
シ

知
人
の
今
昔
，

　
前
回
の
続
き

　
煙
洲
生
誕
祝
賀
会

　
文
化
の
接
触

成
吉
思
汗

　
知
り
好
み
楽
し
む

　
温
故
知
新

　
テ
ロ
事
件

　
煙
洲
残
筆
に
付
荒
木
文
相
に
進

　
言

　
小
学
教
育
の
昔
と
今

　
石
橋
湛
山
先
生

　
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
に
就
て

題
　
　
　
　
　
　
　
　
名

　
　
八
名
　
　
％

　
　
　
　
　
　
3

　
　
八
名

二
＋
三
名

　
　
十
名

　
　
九
名

　
十
一
名

　
十
二
名

　
十
一
名

　
　
九
名

　
　
十
名

　
　
八
名

　
　
九
名

出
席
人
員

二
十
二
名



第
二
百
八
十
四
回

第
二
百
八
十
五
回

第
二
百
八
十
六
回

第
二
百
八
十
七
回

第
二
百
八
十
八
回

第
二
百
八
十
九
回

第
二
百
九
十
回

第
二
百
九
十
一
回

第
二
百
九
十
二
回
．

第
二
百
九
十
三
回

第
二
百
九
十
四
回

第
二
百
九
十
五
回
昭
和
四
十
三
年

第
二
百
九
十
六
回

第
二
百
九
十
七
回

第
二
百
九
十
八
回

第
二
百
九
十
九
回

第
　
三
　
百
　
回

第
三
百
一
回

　
二
月
二
十
二
日

　
三
月
二
十
九
日

　
四
月
二
十
六
日

　
五
月
二
十
六
日

　
山
ハ
月
一
一
十
↓
八
日

　
七
月
二
十
六
日

　
八
月
二
十
九
日

　
九
月
二
十
六
日

　
十
月
二
十
五
日

十
一
月
二
十
二
日

十
二
月
十
九
日

一
月
二
十
四
日

二
月
二
十
八
日

三
月
二
十
七
日

四
月
二
十
四
日

五
月
二
十
九
日

六
月
二
十
六
日

七
月
二
十
四
日

荒中後阿加吉
井込藤部山、原

文祐正滋寅謙
治二夫・弘吉郎

先
生
七
回
忌

小
　
山
　
永
　
敏

富
永
栄
　
一

小
、
山
秋
義

菅
氏
受
章
祝
賀
会

ナ黒後
シ

　沢藤
　正正
　彦夫

鈴林小細
木　西谷
一雄博治
弘郎俊嘉

二
十
二
名

二
十
一
名

二
十
七
名

二
十
七
名

二
十
五
名

二
十
二
名

二
十
四
名

二
十
八
名

　
十
六
名

二
十
三
名

三
十
四
名

三
十
三
名

二
十
一
名

二
十
一
名

　
十
八
名

　
十
九
名

二
十
四
名

　
　
　
　
　
ア

　
ニ
十
名
　
　
3
2



第
三
百
二
回

第
三
百
三
回

第
三
百
四
回

第
三
百
五
回

第
三
百
六
回

第
三
百
七
回

第
三
百
八
回

第
三
百
九
回

第
三
百
十
回

第
三
百
十
↓
回

第
三
百
十
二
回

第
三
百
十
三
回

第
三
百
十
四
回

第
三
百
十
五
回

第
三
百
十
六
回

第
三
百
十
七
回

第
三
百
十
八
回

第
三
百
十
九
回

昭
和
四
十
四
年

八
月
二
十
九
日

九
月
二
十
五
日

十
月
二
十
三
日

十
一
月
二
十
七
日

十
二
月
二
十
三
日

一
月
二
十
二
日

二
月
二
十
六
日

三
月
二
十
六
日

四
月
二
十
三
日

五
月
二
十
八
日

六
月
二
十
五
日

七
月
三
十
日

八
月
二
十
九
日

九
月
二
十
六
日

十
月
二
十
二
日

　
　
　
　
十
一
月
一
一
十
上
ハ
ロ
ロ

　
　
　
　
十
二
月
十
七
日

昭
和
四
十
五
年
　
一
月
二
十
八
日

先
生
八
回
忌

吉
　
原
　
謙
二
郎

ナ
シ

松田 小佐犬森石河荒
村口山藤塚川毛村牧
伊武秋五　幾郁文寅
　　　　　久
助一義郎勝雄治一雄

先
生
九
回
忌

西
尾
江
間
藤
崎

ナ
シ

角

清
治

守
　
一
忠
男

健
蔵

三
十
名
　
肥

　
　
　
　
3

二
十
名

十
九
名

二
十
九
名

二
十
六
名

二
十
↓
名

十
三
名

二
十
一
名

二
十
六
名

二
十
三
名

二
十
一
名

二
十
四
名

二
十
三
名

二
十
名

二
十
一
名

二
十
名

二
十
名

二
十
三
名



第
三
百
二
十
回

第
三
百
二
十
一
回

第
三
百
二
十
二
回

第
三
百
二
十
三
回

第
三
百
二
十
四
回

第
三
百
二
十
五
回

第
三
百
二
十
六
回

第
三
百
二
十
七
回

第
三
百
二
十
八
回

第
三
百
二
十
九
回

第第第第第第第第
百百百百百百百；一　一一一 一一一一

日

十十十十十十十二
七六五四三二一十
回回回回回回回回

　
二
月
二
十
五
日

　
三
月
二
十
五
日

　
四
月
二
十
二
日

　
五
月
二
十
七
日

　
六
月
二
十
四
日

　
七
月
二
十
二
日

　
八
月
二
十
九
日

　
九
月
三
十
日

　
十
月
二
十
八
日

十
一
月
二
十
三
日

　
　
　
　
　
十
二
月
二
十
三
日

昭
和
四
十
六
年
　
一
月
二
十
七
日

　
　
　
　
　
　
二
月
二
十
四
日

　
　
　
　
　
　
三
月
二
十
四
日

　
　
　
　
　
　
四
月
二
十
八
日

　
　
　
　
　
　
五
月
二
十
六
日

　
　
　
　
　
　
六
月
二
十
三
日

　
　
　
　
　
　
七
月
二
十
八
日

堀田先溝高田田榎杉
口辺生口醤辺口本野
　　十
柳謙回哲太謙武鋒利
二輔忌夫作輔一郎之

母
校
創
立
五
十
周

年
祝
賀
会
、

中
川
赴
（
欠
席
）

添吉阿矢中落菅
田岡部板川合・
賢　 滋　　英要
朗勲弘玄魁一助

私
の
履
歴
書

多
国
籍
企
業
の
動
向

日
本
民
族
優
秀
論

私
の
履
歴
書

名
教
碑
除
幕
式
挨
拶

超
高
層
ビ
ル
の
設
計
建
設

二
十
三
名

二
十
五
名

二
十
九
名

　
二
十
名

二
十
六
名

二
十
一
名

二
十
八
名

二
十
四
名

　
十
九
名

　
三
十
名

三
十
六
名

三
十
一
名

二
十
八
名

二
十
一
名

二
十
五
名

　
十
八
名

　
　
　
　
　
　

　
三
十
名
　
　
3
2



第
三
百
三
十
八
回

第
三
百
三
十
九
回

第
三
百
四
十
回

第
三
百
四
十
一
回

第
三
百
四
十
二
回

第
三
百
四
十
三
回

第
三
百
四
十
四
回

第
三
百
四
十
五
回

第
三
百
四
十
六
回

第
三
百
四
十
七
回

第
三
百
四
十
八
回

第
三
百
四
十
九
回

第
三
百
五
十
回

第
三
百
五
十
一
回

第
三
百
五
十
二
回

第
三
百
五
十
三
回

第
三
百
五
十
四
回

　
　
　
　
　
　
　
八
月
二
十
七
日

　
　
　
　
　
　
九
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
十
月
二
十
八
日

　
　
　
　
　
　
十
一
月
二
十
四
日

　
　
　
　
　
　
十
二
月
二
十
二
日

昭
和
四
十
七
年
　
一
月
二
十
六
日

　
　
　
　
　
　
　
二
月
二
十
三
日

　
　
　
　
　
　
　
三
月
二
十
二
日

　
　
　
　
　
　
四
月
二
十
六
日

　
　
　
　
　
　
　
五
丹
二
＋
四
日

　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
月
一
一
十
一
口
H

　
　
　
　
　
　
七
月
二
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
八
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
九
月
二
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　
十
月
二
十
四
日

　
　
　
　
　
　
十
一
月
二
十
二
日

　
　
　
　
　
　
十
二
月
二
十
日
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　　　　　ロ雄雄弘一参　子　文　一治子雄雄会勝年郎参
欧
洲
旅
行
報
告

メ
ッ
キ
の
話

韓
国
民
間
使
節
団

私
の
履
歴
書

厄
年
は
存
在
す
る
か

海
洋
科
学

ど
う
し
た
ら
交
通
事
故
を
へ
ら

せ
る
か

国
際
原
子
力
査
察
委
員
会
開
発

部
長
と
し
て
の
経
験

国
際
環
境
間
題
会
議
（
イ
タ
リ
ー
）

帰
っ
て

メ
キ
シ
コ
漫
談

墨
洋
丸
海
難
の
事

よ
り

二
十
九
名
　
　
3
0

　
　
　
　
　
3

三
十
一
名

二
十
九
名

二
＋
八
名

三
十
一
名

三
十
四
名

四
十
一
名

二
十
八
名

二
十
九
名

二
十
八
名

四
十
一
名

二
十
八
名

三
十
三
名

二
十
七
名

二
十
二
名

　
十
九
名

二
十
七
名



第
三
百
五
十
五
回

第
三
百
五
十
六
回

第
三
百
五
十
七
回

第
三
百
五
十
八
回

第
三
百
五
十
九
回

第
三
百
六
十
回

第
三
百
六
十
一
回

第
三
百
六
十
二
回

第第第第第第
百百百百百百＿【』　 L◎　一」L＾　＿L4　＿L畠　⊥
ノペ　　ノノペ　　ノペ　　ノペ　　ノペ　　ノペ

十十十十十十
八七六五四三
回回回回回回

第
三
百
六
十
九
回

第
三
百
七
十
回

第
三
百
七
十
一
回

昭
和
四
十
八
年

一
月
二
十
四
日

二
月
二
十
八
日

三
月
二
十
八
日

四
月
二
十
四
日

五
月
二
十
五
日

六
月
二
十
一
日

七
月
二
十
三
日

『
八
日
ル
ニ
十
九
口
目

　
　
　
　
　
　
九
月
二
十
七
日

　
　
　
　
　
　
十
月
二
十
四
日

　
　
　
　
　
十
一
月
ユ
ニ
十
コ
八
日

　
　
　
　
　
十
二
月
十
九
日

昭
和
四
十
九
年
　
一
月
二
十
三
日

　
　
　
　
　
　
　
二
月
二
十
七
日

三
月
二
十
七
日

四
月
二
十
四
日

五
月
二
十
四
日

墓荒荒大中尾武斉
　牧木輪川上井木
　寅東　　秀富雅
参雄郎勇赴夫三夫

唐
　
澤

斎
　
藤

黒
　
川

田
　
辺

麻
野
間

小
　
貫

隆清謙信文照
　四
治郎輔正夫明

石対小
山木貫
四篤隆
郎三治

北
欧
諸
国
を
廻
っ
て

タ
イ
国
日
本
製
品
排
斥
運
動
の
真
相

公
害
廃
棄
物
よ
り
電
気
を
得
る
法

中
国
の
現
状

ア
メ
リ
カ
お
し
ど
り
道
中
談

東
欧
諸
国
の
現
状
と
日
本
経
済
の
危
機

中
国
及
び
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
近
況

鈴
木
家
よ
り
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
招

待我
が
大
学
教
育

欧
洲
の
都
市
行
政

ア
メ
リ
カ
の
近
況

メ
キ
シ
コ
か
ら
帰
っ
て

企
業
の
パ
テ
と
し
て

大
韓
民
国
の
機
械
工
業
と
そ
の
バ
ッ
ク
グ

ラ
ン
ド
と
な
る
庶
民
生
活

同
　
右

世
界
に
二
社
し
か
な
い
企
業

二
十
六
名

四
十
二
名

　
三
十
名

三
十
九
名

二
十
三
名

二
十
六
名

・
四
十
二
名

　
四
十
名

二
十
五
名
，

　
四
十
名

二
十
八
名

二
十
六
名

三
十
四
名

三
十
六
名

二
十
八
名

　
四
十
名

　
　
　
　
　
　

一二

山ハ

　
　
　
詔



第
三
百
七
十
二
回

第
三
百
七
十
三
回

第
三
百
七
十
四
回

第
三
百
七
十
五
回

第
三
百
七
十
六
回

第
三
百
七
十
七
回

第
三
百
七
十
八
回

～
三
百
九
十
回

第
三
百
九
十
一
回

第
三
百
九
十
二
回

第
三
百
九
十
三
回

第
三
百
九
十
四
回

第
三
百
九
十
五
回

第
三
百
九
十
六
回

第
三
百
九
十
七
回

第
三
百
九
十
八
回

第
三
百
九
十
九
回

第
　
四
　
百
　
回

　
　
　
　
　
　
　
六
月
二
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　
七
月
二
十
⊥
ハ
日

　
　
　
　
　
　
　
八
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
九
月
二
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　
十
月
二
十
三
日

　
　
　
　
　
　
十
一
月
二
十
七
日

記
録
も
れ

昭
和
五
十
一
年
三
月
二
十
三
日

　
　
　
　
　
　
　
四
月
二
十
三
日

　
　
　
　
　
　
　
五
月
二
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
六
月
二
十
四
日

　
　
　
　
　
　
　
七
月
二
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
八
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
九
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
十
月
二
十
七
日

　
　
　
　
　
　
十
一
月
二
十
四
日

　
　
　
　
　
　
十
二
月
二
十
二
日

竹グフ　松鈴墓松谷坂唐三吉　　前石墓榎西
　リ内　1　下木　永井田沢宅原　　川、井　本尾
　ト秀　1　　一　　 自俊照道慎　　 正欣・一清
　キ　　　　　　　　 ー　　　 之

雄　ン　寛弘参章助夫明夫郎　　男助参夫治
イ
ラ
ン
開
発
問
題

私
の
履
歴
書

後
継
者
育
成
の
難
し
さ

六
郷
会
と
共
催

中
東
の
国
々
に
就
て

節
税
運
動
と
人
間
性

現
代
教
育
み
こ
ぽ
れ
話

個
芸
雑
話

マ
レ
ー
シ
ャ
近
況
と
雑
談

政
局
雑
話

未
来
を
考
え
る
　
科
学
は
何
を
も
た
ら
し

た
か

四
百
回
記
念
に
就
て

（
記
念
講
演
）
煙
洲
先
生
と
横
浜

三
十
二
名
　
　
3
2

　
　
　
　
　
　
3

三
十
五
名

西
十
一
名

三
十
七
名

三
十
三
名

三
十
八
名

　
十
六
名

三
十
七
名

　
四
十
名

二
十
六
名

四
十
五
名

二
十
七
名

四
十
六
名

　
十
六
名

面
＋
五
名



第
四
百
一
回

第
四
百
二
回

第
四
百
三
回

第
四
百
四
回

第
四
百
五
回

第
四
百
六
回

第
四
百
七
回

第
四
百
八
回

第
四
百
九
回

第
四
百
十
回

第
四
百
十
一
回

第
四
百
十
二
回

第
四
百
十
三
回

第
四
百
十
四
回

第
四
百
十
五
回

昭
和
五
十
二
年

昭
和
五
十
三
年

　
一
月
二
十
六
日

　
二
月
二
十
五
日

　
三
月
二
十
三
日

　
四
月
二
十
七
日

　
五
月
二
十
五
日

　
六
月
三
十
日

　
七
月
二
十
七
日

　
八
月
二
十
九
日

　
九
月
二
十
九
日

　
十
月
二
十
六
日

十
一
月
二
十
四
日

十
二
月
二
十
一
日

　
一
月
二
十
五
日

　
二
月
二
十
二
日

　
三
月
二
十
二
日

　
四
月
二
十
六
日

尾　鈴荒荒　落荒　落墓横田田藤高山　西
　　　　　　　　　　　　　野上　木牧牧　合牧　合　 山口宮崎山口　尾
秀　一寅寅　英寅　英　　武茂忠太辰　清
夫　弘雄雄　一雄　一参亨一文男作男　治

ヨ
ル
ダ
ン
・
シ
リ
ヤ
を
旅
し
て

ゲ
リ
ラ
は
何
時
終
る
か

中
国
・
印
度
を
旅
し
て

中
小
企
業
の
位
置
考
察

婦
人
靴
メ
ー
カ
ー
雑
話

核
燃
料
再
処
理
問
題

横
浜
国
大
在
職
3
6
年
の
回
顧

国
大
工
学
部
長
所
感

労
働
組
合
か
ら
の
ぞ
い
た
ヨ
ー
p
ッ
パ
社

会
の
変
化

私
の
履
歴
書
　
そ
の
一

西
独
労
組
、
多
国
籍
企
業
の
国
際
労
働
幹

部
を
指
名

私
の
履
歴
書
　
そ
の
二

同
右
　
　
　
　
そ
の
三

減
税
問
題
、
政
界
動
向
、
日
中
日
ソ
間
題

デ
ノ
ミ
論
議

青
年
と
現
代
社
会

　
ー
若
者
と
共
に
歩
ん
で
ー
－

国
鉄
ス
ト
に
よ
り
中
止

四
十
一
名

三
十
七
名

三
十
五
名

三
十
一
名

三
十
九
名

三
十
二
名

三
十
七
名

四
十
五
名

二
十
一
名

三
十
六
名

三
十
三
名

三
十
九
名

三
十
八
名

三
十
九
名

二
十
九
名
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第
四
百
十
六
回

第
四
百
十
七
回

第
四
百
十
八
回

第
四
百
十
九
回

第
四
百
二
十
回

第
四
百
二
十
一
回

第
四
百
二
十
二
回

第
四
百
二
十
三
回

第
四
百
二
十
四
回

第
四
百
二
十
五
回

第
四
百
二
十
六
回

第
四
百
二
十
七
回

第
四
百
二
十
八
回

第
四
百
二
十
九
回

第
四
百
三
十
回

第
四
百
三
十
一
回

第
四
百
三
十
二
回

第
四
百
三
十
三
回

　
　
　
　
　
　
五
月
二
十
三
日

　
　
　
　
　
　
六
月
二
十
八
日

　
　
　
　
　
　
七
月
二
十
五
日

　
　
　
　
　
　
八
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
九
月
二
十
六
日

　
　
　
　
　
　
十
月
二
十
六
日

　
　
　
　
　
十
一
月
三
十
日

　
　
　
　
　
十
二
月
二
十
二
日

昭
和
五
十
四
年
　
一
月
三
十
一
日

　
　
　
　
　
　
二
月
二
十
八
日

　
　
　
　
　
　
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
四
月
二
十
四
日

　
　
　
　
　
　
五
月
二
十
三
日

　
　
　
　
　
　
六
月
二
十
七
日

　
　
　
　
　
　
七
月
二
十
五
日

　
　
　
　
　
　
八
見
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
九
月
二
十
六
日

　
　
　
　
　
　
十
月
二
十
五
日
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企
業
の
若
返
り

企
業
か
ら
見
た
最
近
の
建
設
業

プ
ラ
ン
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
企
業
の
将

来
　
ー
歴
史
を
通
じ
て
考
え
る

t

生
き
残
る
た
め
の
戦
略

私
の
履
歴
書
　
そ
の
一

同
　
右
　
　
　
そ
の
二

政
治
に
お
け
る
技
術
屋
の
立
場

住
宅
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題

青
年
と
現
代
社
会

歯
科
の
周
辺

活
字
に
な
ら
な
か
っ
た
マ
ス
コ
ミ

企
業
内
の
管
理
者
教
育
に
就
て

ク
ロ
レ
ラ
健
康
法
に
就
て

英
文
学
三
題
噺

先
輩
と
私

海
外
プ
ラ
ソ
ト
建
設
の
思
い
出

五
十
二
名
　
　
詔
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四
十
二
名

三
十
八
名

五
十
五
名

五
十
六
名

三
十
四
名

三
十
三
名

三
十
六
名

四
十
八
名

三
十
三
名

二
十
九
名

三
十
九
名

三
十
九
名

二
十
九
名

四
十
二
名

三
十
八
名

三
十
一
名

　
三
十
名



第
四
百
三
十
四
回

第
四
百
三
十
五
回

第
四
百
三
十
六
回

第
四
百
三
十
七
回

第
四
百
三
十
八
回

第
四
百
三
十
九
回

第
四
百
四
＋
回

第
四
百
四
十
一
回

第
四
百
四
十
二
回

第
四
百
四
十
三
回

第
四
百
四
十
四
回

第
四
百
四
十
五
回

第
四
百
四
十
六
回

第
四
百
四
十
七
回

第
四
百
四
十
八
回

第
四
百
四
十
九
回

第
四
百
五
十
回

第
四
百
五
十
一
回

昭
和
五
十
五
年

昭
和
五
十
六
年

十
一
月
二
十
八
日

十
二
月
二
十
日

　
一
月
二
十
三
日

　
二
月
二
十
七
日

　
三
月
二
十
六
日

　
四
月
二
十
三
日

　
五
月
二
十
七
日

　
六
月
二
十
五
日

　
七
月
二
十
七
日

　
八
月
二
十
九
日

　
九
月
二
十
四
日

＋
月
ニ
ヤ
九
日

十
一
月
二
十
五
日

十
二
月
二
十
四
日

　
一
月
二
十
八
日

　
二
月
二
十
六
日

　
三
月
二
十
五
日

　
四
月
二
十
二
日

藤榎手鳥鳥竹河吉墓池島金田杉野深高林
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彦夫男雄雄雄明郎参三誠郎輔義長正次郎

日
本
を
考
え
る
（
六
郷
会
と
共
催
）

工
業
教
育
の
曲
り
角

あ
か
り
雑
話

競
争
を
回
避
す
る
セ
ー
ル
ス

私
の
ソ
ー
ラ
ハ
ウ
ス
に
就
て

画
業
四
十
五
年
私
の
軌
跡

原
子
力
発
電
の
現
状
と
問
題
点

新
し
い
元
素
を
探
す
話

東
洋
レ
ー
ヨ
ン
社
員
よ
り
今
日
ま
で

こ
れ
か
ら
の
経
営
に
就
て
『
つ
の
考
え
方

最
近
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ソ
ー
ラ
事
情

”
寄
席
の
息
子
と
英
文
学
“
出
版
記
念
会

”
共
生
の
世
界
を
求
め
・
出
版
の
経
緯

同
　
右

手
島
精
一
先
生
に
つ
い
て

イ
ラ
ン
イ
ラ
ク
情
勢
に
つ
い
て

日
中
合
弁
事
業
に
つ
い
て

三
十
六
名

三
十
五
名

三
十
八
名

五
十
四
名

三
十
六
名

　
四
十
名

四
十
五
名

　
四
十
名

四
十
六
名

五
十
五
名

　
五
十
名

九
十
五
名

三
十
八
名

四
十
五
名

三
十
九
名

四
十
六
名

　
　
　
　
　
さ

四
十
五
名
　
　
3
3



第
四
百
五
十
二
回
　
　
　
　
　
　
　
五
月
二
十
七
日

第
四
百
五
十
三
回
　
　
　
　
　
　
　
六
月
二
十
四
日

第
四
百
五
十
四
回
　
　
　
　
　
　
　
七
月
二
十
二
日

第
四
百
五
十
五
回
　
　
　
　
　
　
　
八
月
二
十
九
日

第
四
百
五
十
六
回
　
　
　
　
　
　
　
九
月
二
十
三
日

第
四
百
五
十
七
回
　
　
　
　
　
　
　
十
月
二
十
八
日

第
四
百
五
十
八
回
　
　
　
　
　
　
十
一
月
二
十
五
日

第
四
百
五
十
九
回
　
　
　
　
　
　
十
二
月
二
十
三
日

第
四
百
六
十
回
昭
和
五
十
七
年
　
一
月
二
十
七
日

第
四
百
六
十
一
回
　
　
　
　
　
　
　
二
月
二
十
四
日

第
四
百
六
十
二
回
　
　
　
　
　
　
　
三
月
二
十
四
日

第
四
百
六
十
三
回
　
　
　
　
　
　
　
四
月
二
十
八
日

第
四
百
六
十
四
回
　
　
　
　
　
　
　
五
月
二
十
六
日

第
四
百
六
十
五
回
　
　
　
　
　
　
　
六
月
二
十
三
日

第
四
百
六
十
六
回
，
　
　
　
　
　
　
七
月
二
十
二
日

第
四
百
六
十
七
回
　
　
　
　
　
　
　
　
八
月
二
十
九
日

第
四
百
六
十
八
回
　
　
　
　
　
　
　
九
月
二
十
二
日

中墓野尾江　荒中山甲藤　 畑　丸墓中中竹
　　　　　　　　　斐川　 村上間　井山口荘田　　　井　村村内
　　　秀守　文一辰正敬　敏　大　雅康秀
　　　　　　　　　　四遇参長夫一　治郎男泰郎　雄　陸参哉治雄忍

の
履
歴
書

私
の
技
術
教
育
雑
感

「
遊
び
」
を
ク
リ
エ
！
ト
す
る
私
の
哲
学

信
用
金
庫
の
誕
生
と
そ
の
歩
み

私
の
出
逢
っ
た
弘
陵
健
児
た
ち

こ
れ
で
い
い
の
か
日
本
の
教
育

六
郷
会
と
共
催

網
戸
武
夫
、
田
辺
謙
輔
、
佐
藤
菊
正

大
人
の
お
し
ゃ
れ

見
直
す
べ
き
台
湾

万
巻
の
書
を
読
み
て
三
里
の
道
を
行
く

リ
ヒ
テ
ン
、
ベ
ル
ク
フ
イ
ギ
ュ
ア

　
ー
放
電
図
形
の
研
究
t

企
業
と
放
送

漫
談
　
健
康
に
い
い
事
悪
い
事

技
術
導
入
と
情
報
活
動

ラ
イ
フ
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
明
治

四
十
六
名
　
　
3
6

　
　
　
　
　
3

三
十
八
名

三
十
二
名

四
十
五
名

三
十
五
名

　
六
十
名

　
四
十
名

六
十
一
名

四
十
七
名

三
十
四
名

三
十
八
名

五
十
一
名

三
十
三
名

五
十
四
名

三
十
九
名

七
十
二
名



第
四
百
六
十
九
回

第
四
百
七
十
回

第
四
百
七
十
一
回

第
四
百
七
十
二
回

第
四
百
七
十
三
回

第
四
百
七
十
四
回

第
四
百
七
十
五
回

第
四
百
七
十
六
回

第
四
百
七
十
七
回

第
四
百
七
十
八
回

第
四
百
七
十
九
回

第
四
百
八
十
回

第
四
百
八
十
一
回

第
四
百
八
十
二
回

第
四
百
八
十
三
回

第
四
百
八
十
四
回

第
四
百
八
十
五
回

昭
和
五
十
八
年

十十
二一十
月月月

十十十
二四七
日日日

一
月
二
十
六
日

二
月
二
十
三
日

三
月
二
十
三
日

四
月
二
十
七
日

五
月
二
十
五
日

六
月
二
十
二
日

七
月
二
十
七
日

八
月
二
十
八
日

九
月
二
十
八
日

十
月
二
十
八
日

　
　
　
　
　
　
十
一
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
十
二
月
二
十
二
日

昭
和
五
十
九
年
　
一
月
二
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　
二
月
二
十
二
日

内
　
田
　
正
　
泰

竹
　
内
　
秀
　
雄

吉橋竹石墓丸小金荒鈴
原本内井岡山丸井木
謙　康　　　　 勝秋　豊文洋
二　　　　　　　　　　 之

郎　 彦　浩　浩参美義　助治二
”
私
の
世
界
“
は
り
画
と
版
画

六
郷
会
と
共
催

英
文
学
こ
ぼ
れ
話

賀
詞
交
歓
会

弘
風
会
と
共
催

ゼ
・
歳
教
育

茶
の
科
学

新
製
品
開
発
よ
も
や
ま
話

　
ー
ロ
ー
タ
リ
ー
エ
ン
ジ
ン

　
　
　
　
　
　
ア
ペ
ッ
ク
ス
シ
ー
ル
他
ー

地
方
自
治
と
役
人
の
無
駄
づ
か
い

恩
師
横
山
盛
彰
先
生
の
思
い
出

日
本
電
子
工
業
と
東
京
電
気
工
業

　
ー
東
芝
グ
ル
ー
プ
を
斜
に
歩
い
て
ー

現
代
信
号
雑
話

六
郷
会
と
共
催

洋
蘭
の
原
生
地
を
訪
ね
て

賀
詞
交
歓
会

こ
れ
か
ら
の
事
業
経
営
の
考
え
方

四
十
四
名

四
十
七
名

五
十
四
名

四
十
七
名

三
十
六
名

三
十
八
名

四
十
六
名

五
十
四
名

五
十
四
名

五
十
四
名

四
十
九
名

三
十
二
名

七
十
二
名

四
十
一
名

五
十
三
名

　
　
　
　
　
　
ア

六
十
六
名
　
　
3
3



第
四
百
八
十
六
回

第
四
百
八
十
七
回

第
四
百
八
十
八
回

第
四
百
八
十
九
回

第
四
百
九
十
回

第
四
百
九
十
一
回

第
四
百
九
十
二
回

第
四
百
九
十
三
回

第
四
百
九
十
四
回

第
四
百
九
十
五
回

第
四
百
九
十
六
回

第
四
百
九
十
七
回

第
四
百
九
十
八
回

第
四
百
九
十
九
回

第
　
五
　
百
　
回

　
　
　
　
　
　
　
三
月
二
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
四
月
二
十
六
日

　
　
　
　
　
　
　
五
月
三
十
日

　
　
　
　
　
　
　
六
月
二
十
六
日

　
　
　
　
　
　
　
七
月
二
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　
八
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
九
月
二
十
六
日

　
　
　
　
　
　
　
十
月
三
十
日

　
　
　
　
　
　
十
一
月
二
十
七
日

　
　
　
　
　
　
十
二
月
二
十
日

昭
和
六
十
年
　
一
月
二
十
三
日

　
　
　
　
　
　
　
二
月
二
十
六
日

　
　
　
　
　
　
　
三
月
二
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　
四
月
二
十
六
日

　
　
　
　
　
　
　
六
月
　
一
　
日

川荒北　大萩飯墓斎大荒竹緒　　　　　河
田井村　内原島　藤橋井内方
淳文恒　秀忠英　　文秀
郎治　正　　明　臣　雄参　豊実治雄彰

最
近
の
国
際
情
勢
に
就
て

先
生
米
寿
の
お
祝

日
本
最
古
の
機
械
時
計

溶
存
酸
素
計
の
研
究
と
そ
の
応
用

”
忍
辱
の
苦
し
み
の
後
に
道
あ
り
“

　
～
私
の
健
康
法
と

　
　
　
　
　
中
脳
企
業
家
同
友
会
活
動
ー

ミ
ニ
バ
イ
ク
に
よ
る
日
本
全
市
六
五
一
の

周
遊

私
と
先
端
新
技
術
と
の
出
会
い

六
郷
会
と
共
催

エ
ン
ジ
ニ
ア
と
法
律
家
と
の
コ
ミ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
目
指
し
て

賀
詞
交
歓
会

印
刷
の
歴
史
と
印
刷
所
を
う
ま
く
使
う
方

法世
界
高
速
鉄
道
大
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆

我
々
の
時
計
は
宇
宙
で
は
通
用
し
な
い

五
百
回
記
念
会
（
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン

ド
）

七
十
八
名
　
　
3
8

　
　
　
　
　
3

　
九
十
名

四
十
二
名

三
十
七
名

四
十
三
名

五
十
二
名

四
十
六
名

六
十
二
名

四
十
一
名

四
十
七
名

五
十
二
名

五
十
一
名

五
十
三
名



第
五
百
一
回

第
五
百
二
回

第
五
百
三
回

第
五
百
四
回

第
五
百
五
回

第
五
百
六
回

第
五
百
七
回

第
五
百
八
回
昭
和
六
十
一
年

第
五
百
九
回
、

第
五
百
十
回

第
五
百
十
一
回

第
五
百
十
二
回

第
五
百
十
三
回

第
五
百
十
四
回

　
六
月
二
十
六
日

　
七
月
二
十
四
日

　
八
月
二
十
九
日

　
九
月
二
十
五
日

　
十
月
二
十
三
日

十
一
月
二
十
六
日

十
二
月
二
十
四
日

一
月
二
十
九
日

二
月
二
十
七
日

三
月
二
十
六
日

四
月
二
十
三
日

五
月
二
十
八
日

六
月
二
十
五
日

七
月
二
十
三
日

岡桑飯小墓　竹吉
本　島貫参　内岡
吉靖英隆　　秀
晟彦雄治　　雄稔

鈴吉正坂竹岡
木澤林田内本
一幸和俊秀吉
弘雄英夫雄晟

エ
イ
ズ
の
臨
床
検
査
と
熟
年
の
健
康
管
理

”
彗
星
綺
談
・
　
・
あ
の
日
あ
の
時
“
出
版

記
念
会

最
近
の
中
国
の
工
業
技
術
に
就
て

圓
㏄
バ
イ
ク
に
よ
る
米
国
4
8
州
都
廻
り

包
装
漫
話
”
バ
イ
キ
ン
か
ら
軍
艦
ま
で
・

防
衛
雑
話

賀
詞
交
換
会

煙
洲
会
第
二
代
幹
事
平
田
義
雄
氏
追
悼
会

続
防
衛
雑
話

ハ
レ
ー
彗
星
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ヤ
近
況

種
苗
ビ
ジ
ネ
ス
と
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

拓
本
の
話

政
界
雑
話

五
十
二
名

六
十
一
名

四
十
四
名

七
十
三
名

四
十
九
名

四
十
八
名

五
十
四
名

　
三
十
名
、

三
十
二
名

五
十
九
名

四
十
二
名

四
十
一
名

四
十
五
名

339



煙
洲
会
幹
事
と
し
て

電
化
昭
＋
七
年
九
月
村
　
松
　
四

良5

　
昭
和
十
四
年
六
月
二
十
九
日
川
崎
大
師
八
百
吉
に
於
て
第
一
回
を
開
い
た
煙
洲
会
が
、
昭
和
六
十
年
五
月
に

は
、
遂
に
第
五
百
回
を
数
え
る
に
至
り
ま
し
た
。

　
恩
師
を
囲
ん
で
お
話
を
聞
こ
う
と
い
う
こ
と
で
始
っ
た
会
が
、
第
一
二
九
回
（
昭
和
三
十
六
年
六
月
）
を
最
後

に
先
生
が
同
年
八
月
二
十
九
日
御
逝
去
さ
れ
た
後
も
、
会
は
継
続
さ
れ
て
今
日
に
至
っ
た
も
の
で
す
が
、
他
に
類

を
見
な
い
事
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
は
煙
洲
先
生
の
御
人
徳
と
菅
さ
ん
の
非
常
な
ご
熱
意
の
お
か
げ
だ
と
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
世
話
役
幹
事
と
し
て
、
此
の
五
百
回
記
念
事
業
を
ど
う
し
よ
う
か
と
考
え
、
皆
様
に
も
相
談
し
た
結

果
、
色
々
な
案
が
あ
り
ま
し
た
が
、
次
の
三
項
目
に
致
し
ま
し
た
。

　
ω
　
ホ
テ
ル
・
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
に
於
て
五
百
回
の
記
念
祝
賀
会
。

　
⑧
　
菅
要
助
代
表
に
肖
像
画
を
贈
呈
す
る
。

　
團
　
五
百
回
記
念
誌
の
発
行
。

　
さ
て
ω
に
就
て
は
当
日
鈴
木
家
御
遺
族
を
お
招
き
し
て
煙
洲
先
生
が
非
常
に
お
好
き
で
あ
っ
た
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン

341



ド
に
於
て
昭
和
六
〇
年
六
月
一
日
行
い
ま
し
た
と
こ
ろ
、
鈴
木
家
よ
り
煙
洲
先
生
の
大
礼
服
・
日
記
帖
、
名
教
碑

に
使
用
さ
れ
た
蘇
峰
氏
寄
贈
の
煙
洲
先
生
の
印
鑑
等
の
遺
品
を
お
持
ち
頂
き
、
殆
ど
の
会
員
は
始
め
て
拝
見
さ
れ

た
も
の
と
存
じ
ま
す
。

　
終
始
極
め
て
和
か
な
雰
囲
気
で
盛
会
で
し
た
。

　
⑧
に
就
て
は
煙
洲
会
々
員
で
も
あ
る
昭
和
七
年
建
築
卒
の
春
陽
会
田
辺
謙
輔
画
伯
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
画
伯

に
は
菅
さ
ん
の
お
宅
に
五
回
御
足
労
を
煩
わ
し
、
画
面
か
ら
菅
さ
ん
の
気
力
の
に
じ
み
で
る
立
派
な
肖
像
画
を
作

成
し
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
菅
さ
ん
も
非
常
に
お
喜
び
で
し
た
。

　
③
の
五
百
回
記
念
誌
出
版
に
就
い
て
は
、
私
の
不
手
際
等
に
よ
り
発
行
が
一
年
も
遅
れ
て
誠
に
申
し
訳
な
い
次

第
で
関
係
各
位
に
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
記
念
誌
の
内
容
に
就
て
は
、
主
と
し
て
会
員
の
皆
様
の
御
寄
稿
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
多
数
の
方
々
か
ら
極
め

て
内
容
の
豊
か
な
す
ば
ら
し
い
原
稿
を
頂
け
ま
し
た
。
し
か
し
、
平
田
義
雄
氏
の
よ
う
に
書
籍
の
発
行
が
お
く
れ

た
為
に
御
遺
稿
と
な
っ
て
し
ま
わ
れ
た
方
も
お
い
で
で
何
と
も
恐
縮
し
て
居
り
ま
す
。

　
又
記
念
誌
発
行
の
機
会
に
煙
洲
先
生
の
教
育
理
念
、
又
先
生
の
ひ
と
と
な
り
を
改
め
て
広
く
会
員
以
外
の
方
々

に
も
、
お
知
ら
せ
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
、
　
「
自
由
教
育
の
片
鱗
」
と
題
し
て
出
版
さ
れ
た
横
浜
高
等
工
業
学
校

其
の
他
の
卒
業
式
等
に
於
け
る
煙
洲
先
生
の
講
話
集
の
再
録
、
叉
「
入
愚
亭
独
繍
」
中
よ
り
「
名
教
自
然
と
雅
号

由
来
・
私
と
煙
草
・
別
れ
の
言
葉
」
等
を
再
録
、
更
に
本
校
に
は
直
接
関
係
の
な
い
方
で
す
が
、
東
京
経
済
大
学
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の
内
田
氏
の
執
筆
に
よ
る
月
刊
誌
「
発
明
」
に
技
術
者
と
経
営
と
題
し
て
掲
載
さ
れ
た
「
無
試
験
・
無
賞
罰
の
名

物
校
長
　
　
鈴
木
達
治
」
の
再
録
、
叉
応
化
昭
和
十
三
年
卒
杉
野
氏
に
よ
る
煙
洲
先
生
の
蒙
古
天
然
ソ
ー
ダ
探
険

の
話
、
徳
富
蘇
峯
先
生
の
蘇
峯
会
機
関
誌
「
民
友
」
よ
り
名
教
碑
に
関
す
る
記
述
等
を
前
半
に
ま
と
め
ま
し
た
。

　
煙
洲
先
生
を
直
接
御
存
知
な
い
方
々
に
も
、
本
書
に
よ
り
、
先
生
の
御
人
柄
の
一
端
に
ふ
れ
ら
れ
る
事
が
出
来

惹
と
存
じ
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
な
集
録
の
た
め
、
煙
洲
先
生
に
関
す
る
記
事
内
容
に
於
て
多
少
重
複
し
て
い
る
点
に
就
て
は
御
了

解
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
叉
文
章
其
他
に
つ
い
て
、
原
則
と
し
て
原
文
の
ま
ま
集
録
し
ま
し
た
の
で
、
特
に
若
い
方
々
に
は
難
解
な
語
旬

や
仮
名
づ
か
い
等
が
相
当
あ
り
読
み
に
く
い
所
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
御
了
承
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致

し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
×
　
　
　
　
×
　
　
　
．
　
×
　
　
　
　
×

　
私
は
昭
和
三
十
六
年
先
生
御
逝
去
後
、
再
開
さ
れ
た
煙
洲
会
に
そ
の
後
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、

昭
和
四
十
一
年
九
月
、
菅
さ
ん
か
ら
世
話
役
幹
事
を
と
い
う
お
話
で
第
二
七
九
回
か
ら
、
初
代
阿
部
元
吾
、
第
二

代
平
田
義
雄
、
第
三
代
小
汀
浩
一
郎
の
各
氏
の
後
の
第
四
代
幹
事
を
お
受
け
し
て
以
来
、
何
時
の
間
に
か
二
拾
年

余
を
経
て
遂
に
五
百
拾
三
回
を
超
す
に
到
り
ま
し
た
。
過
去
っ
て
み
る
と
な
ん
と
も
感
慨
無
量
の
も
の
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
間
煙
洲
会
の
幹
事
の
仕
事
は
歴
代
幹
事
の
方
々
も
そ
う
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
決
し
て
苦
労
の
多
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い
仕
事
と
い
う
の
で
は
な
く
楽
し
い
仕
事
で
あ
り
ま
し
た
。
此
は
煙
洲
先
生
が
煙
洲
会
で
論
語
の
中
か
ら
私
達
に

お
話
し
頂
い
た
「
此
を
学
ぶ
は
此
を
好
む
に
し
か
ず
、
此
を
好
む
は
此
を
楽
し
む
に
し
か
ず
。
」
　
と
い
う
語
旬
の

意
に
そ
っ
て
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
先
生
御
存
命
中
の
煙
洲
会
は
、
先
生
の
お
話
を
お
き
き
す
る
会
で
し
た
が
、
先
生
御
逝
去
後
は
、
主
と
し
て
母

校
関
係
者
及
び
卒
業
生
の
方
々
か
ら
卓
話
を
お
願
い
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
煙
洲
先
生
の
教
子
ら
し
く
、
横
浜

高
工
の
卒
業
生
は
工
業
関
係
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
政
治
家
、
医
者
、
芸
術
家
、
教
育
者
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
等
々

極
め
て
各
方
面
に
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
の
多
い
の
に
も
感
心
し
ま
す
。
こ
れ
も
自
由
教
育
の
特
色
の
一
つ
で

も
あ
り
ま
し
ょ
う
。
校
歌
の
一
節
に
π
自
由
の
翼
の
せ
と
こ
そ
」
と
あ
る
と
お
り
で
す
。

　
私
と
し
ま
し
て
は
、
な
る
べ
く
早
く
次
の
第
五
代
幹
事
を
決
め
て
、
煙
洲
会
の
永
続
す
る
よ
う
に
す
る
の
が
大

事
な
事
で
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
此
の
点
に
就
て
も
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
止
み
ま
せ
ん
。

　
名
教
自
然
の
校
風
に
大
き
な
期
待
を
持
っ
て
、
昭
和
十
五
年
春
入
学
し
た
私
と
、
煙
洲
先
生
と
の
出
合
い
は
、

新
聞
部
の
一
年
生
と
し
て
航
空
科
の
田
口
大
先
輩
に
連
れ
ら
れ
て
、
六
ツ
川
夜
話
の
筆
記
に
先
生
の
お
宅
に
お
伺

い
し
た
時
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
も
殆
ど
毎
回
の
様
に
六
ツ
川
の
丘
に
お
伺
い
し
て
、
先
生
の
応
接
間
で

筆
記
し
な
が
ら
、
先
生
の
葉
巻
の
か
お
り
を
楽
し
ん
だ
も
の
で
し
た
。

　
在
学
中
、
六
ツ
川
夜
話
が
百
五
十
回
に
達
す
る
の
を
機
会
に
私
は
此
の
集
録
出
版
を
思
い
立
ち
、
先
生
の
御
了

解
を
得
ま
し
た
。
戦
争
中
の
こ
と
で
用
紙
を
始
め
と
す
る
物
資
の
不
足
に
全
く
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
も
漸
く
昭
和
十
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七
年
五
月
出
版
を
見
ま
し
た
の
が
「
入
愚
亭
独
囎
」
三
千
部
で
あ
り
ま
し
た
。
此
の
書
物
は
当
時
横
浜
工
業
会
よ

り
本
校
卒
業
生
で
戦
地
に
在
づ
た
方
々
へ
の
慰
問
と
し
て
沢
山
お
く
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
外
地
に
て
煙
洲
先
生
の

ご
本
を
受
取
ら
れ
た
方
々
は
非
常
に
感
動
さ
れ
、
大
い
に
励
ま
さ
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
と
存
じ
ま
す
。

　
煙
洲
先
生
に
生
前
お
目
に
か
か
っ
た
時
、
数
々
の
出
版
の
中
で
発
行
部
数
で
も
、
そ
の
頒
布
に
就
い
て
も
、
入

愚
亭
独
囎
が
一
番
見
事
で
あ
っ
た
と
お
話
を
お
き
き
し
た
時
は
、
私
も
非
常
に
先
生
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
て
よ
か

っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
私
は
先
生
を
尊
敬
し
て
い
る
の
は
無
論
で
す
が
、
と
も
か
く
無
条
件
に
先
生
を
好
き
な
訳

で
、
こ
う
い
う
私
が
会
の
世
話
役
幹
事
に
指
名
さ
れ
た
の
も
何
か
宿
縁
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
先
生
の
自
由
教
育
の
理
念
が
形
と
し
て
遺
さ
れ
て
い
る
の
が
名
教
自
然
碑
で
あ
り
、
精
神
と
し
て
う
け
つ
が
れ

て
い
ま
す
の
が
煙
洲
会
で
は
な
い
か
と
常
々
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
幹
事
と
し
て
は
煙
洲
精
神
を
基
と
し
た
此
の

会
の
永
続
性
を
図
る
の
が
、
第
一
の
責
務
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
此
の
後
、
数
年
間
か
け
て
、
煙
洲
先
生
の
伝
記
の
集
大
成
を
ま
と
め
て
発
刊
す
る
の
を
終
生
の
目
的
そ
し

て
楽
し
み
と
し
て
居
り
ま
す
。

　
終
り
に
、
本
書
出
版
に
当
り
、
会
員
で
も
あ
り
ま
す
㈱
白
橋
印
刷
所
北
村
専
務
に
は
、
長
い
間
延
引
し
た
採
算

の
と
れ
な
い
仕
事
に
特
別
に
御
協
力
を
頂
き
甚
だ
申
し
訳
も
な
い
事
を
致
し
、
深
く
お
詫
び
申
し
あ
げ
る
と
と
も

に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
六
一
．
六
・
三
〇
）
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